



有の波長をもつ光 (電磁波) を反射する｡ このと
き反射する光は､ 物質の種類や状態によって異な
るため､ この光 (電磁波) のスペクトル特性を観
測することにより対象物の性質に関する情報を得




に用いられている (長谷川 1998)｡ これまで､ こ
の光 (電磁波) を観測するリモートセンシング衛
星のセンサの波長帯は､ 数バンド (チャンネル)









ほか 1984)､ 葉の水分量 (西田ほか 2000)､ 葉の
重なり (山本ほか 1995；RogerM.McCoy 2005)､












る様々な報告がある (例えば､ 松山ほか 2006；




















は､ 350nm～2500nm､ 測定波長間隔は､ 1.0nm～
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光源と測定環境が樹木単葉の分光反射特性に与える影響
藤田 泰文１)・長谷川 均２)・後藤 智哉３)






































２. 冷蔵処理 (１℃：30分) を行い､ 表面温度を
低下させた試料｡



































視域に相当するBand1 (420-500um) で､ National
製のハロゲンランプの波形が乱れていた (図３)｡
しかし､ 他の光源では値の変化は測定されず安定
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ることが明らかになった (図２､ ３)｡ 特に､
National 製のハロゲンランプの測定結果では､ レッ
ドエッジを抜けた950-1150nm付近で分光反射率が





の電磁波は､ 近赤外電磁波 (NIR) として正規化
植生指数 (NDVI：Normalized Differnce Vegeta
tionIndex) など､ 自然環境指標の算出に利用さ



















































れなかった (図５)｡ 対照的に､ 葉の表面温度を
－５℃に低下させ凍結乾燥処理を行った試料では､
全波長帯において反射率が増大した (図５)｡ 向





ほか 2000；北尾 2004)｡ 今回の実験結果でも同
様の現象が確認された (図５)｡ したがって､ 冬
季の凍結乾燥は常緑樹の分光反射特性に影響を与
えており､ 野外測定時に考慮する必要がある｡ ま













ほか 1998)｡ この領域では､ 対象となる植物体が
一定の水分ストレスを受けると､ 可視域側に分光
反射がシフトするブルーシフトと呼ばれる現象が
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